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第13回文芸サロン講座

文芸学部教授 山本聡美先生

「九相図からよみとく、女性の身体と信仰

今回は、日本中世絵画史、特に「九図」の研究をさ
れている、山本聡美先生(文芸学部教授)に、講演をし

ていただきました。演題は、「九相図からよみとく、女性

の身体と信仰」でした。

これだけではお話を聴かれていない方には何の事やら

と思われるでしょうから、先生の用意された資料を振り

返りながら少し内容を紹介します。

「九相図」とは、僧侶が肉体への執着を断ち切るために

「九相観」と呼ばれる仏教の修行に用いられた図像だそう

です。その修行は、本来、実物の死体の不浄の様子をよ

く観察し、腐り、骨になるまでを見届け、そのイメージ

を静かな場所で精神統一しながらもう一度思い浮かべて、

心が乱れてきたら落ち着かせ、それを繰り返して人間の

肉体の優さを思うというものだそうです。死体が白骨に

なるまでの様子が、九つの段階に分けて描かれている「九

相図」は、元来、九相観を行う際に、本物の屍の代わり

に用いられる図像であったと推定されるということです。

遠くは西域トゥルファンの石窟から6世紀ごろの絵が認

められるほど古くからあるもので、日本へは奈良時代に

は伝来していたようです。

「九相図」に描かれる絵は、女性が段々朽ちて行く図が

多いということです。女性が一個の死体となり野辺に投

げ捨てられ、時が経つ毎にガスで腹は膨れ、皮膚は崩れ、

獣に食い荒らされ、最後はバラバラに散乱した白骨に成

り果てる、その様を充分心に刻み、執着を捨てる修行の

助けとした図は、鎌倉時代から江戸時代にかけてよく制

作されていたもので、多分皆様の中にはどこかでご覧に

なった方もいると思います。

中世の日本の説話文学には、九相観に関連する話が多

いということです。仏教では女性の肉体そのものが不浄

と考えられていましたが、女性が不浄を自覚し、男性の

発心を促したという善行によって、女性もまた仏教へ関

与する道が開かれるといった読み替えが行われていると

先生はおっしゃっていました。「日本で成立した九相観説

話の中には、小町をはじめとする、美貌の女性や高貴な

女性の死屍がさらされるというシチュエーションが多く

ある。中世末期には、聖武天皇の后である光明皇后や嵯

峨天皇の后である檀林皇后など、仏教との関わりが強い

高貴な女性と九相図を結びつける例が多くなり、近世の

絵解きに広く利用されるようになる。その背景には、女

人教化の目的で九相観説話が大いに喧伝された側面がう

かがわれる」と資料には書かれています。

また、鎌倉時代から江戸時代にかけて、「九相詩絵巻」
が数多く作られました。本来背景がない 「九相図」に和

歌の詞書や四季のモチーフが加わるという変化がみられ

るということです。

江戸時代まで制作されていた「九相図」は、明治を迎

え西洋を模範とする美術教育の中で、次第に忘れ去られ

ていました。しかし、近年、改めて現代の九相図を発表

している若い画家がでてきています。

数々の作品をプロジェクターで見せてくださり、丁寧

な資料を用意してくださって、予定の時間を少し過ぎる

くらい内容の濃いお話をうかがうことができました。

狩野永納「九相詩絵巻」第六段 青瘀相
慶安四年(1651) 佛道寺(住職家)蔵
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文芸OGネットワーク総会

平成28年度の文芸 OG ネットワーク総会が6月4日(土)に本館1階

108号室にて開催された。参加者は44名であった。

定期総会は午前11時より川瀬治子氏の司会で進められ、はじめに代

表の高橋京子氏の挨拶があった。

(1) 会報、劇芸術関連の資料整理、共立祭、文芸サロン講座、在学生

支援について、各担当者が平成27年度の活動を報告し、今年度予定さ
れる活動について説明した。平成28年度も共立祭に参加することが決
まった。

(2) 平成27年度収支決算が会計より報告され、会計監査から相違なし

との報告があった。

平成28年度予算が提示され、承認された。

第13回文芸サロン講座は、総会後、昼食をはさんで、午後1時半よ

り開催された。今回は文芸学部教授山本聡美氏を講師としてお迎えした。
演題は「九相図からよみとく、女性の身体と信仰」であった。

劇芸術資料室から

昨年(平成27年) 秋の共立祭でおこなった「日本の

ミュージカル展」 準備中に、富山におけるミュージカル

連続公演を知ったので、すこし詳しくお伝えしたい。

富山オーバード・ホールは、1996年に設立された富

山市芸術文化ホールであるが、ここで最近5年間にわ

たっておこなわれた「名作ミュージカル連続上演シリー

ズ」のラインアップがすばらしい。『回転木馬』(2011)

から始まり、『ハロー・ドーリー!』(2012 日本初演、

2013 再演)、『ミー&マイガール』 (2013、2015)、『ショ
ウ・ボート』(2015 日本初演)と続いたのである。日本

初演が2作品もふくまれ、とりわけ東京芸術劇場でも上

演された『ハロー・ドーリー!」は、その年のミュージ

カル専門誌ベストテンで作品部門2位、女優部門では剣

幸が1位に選出されるという快挙を成し遂げている。全

公演で主役をつとめた剣幸は、富山工業高校から宝塚歌

劇団に入団したという経歴の持ち主。宝塚における『ミー

&マイガール」の初演で主人公ビルを演じた、80年代

の男役トップスターである。剣幸の存在も大きいが、こ

のシリーズ公演の特色の一つはワークショップに参加し

た市民や地元の高校生が公演に参加したことにもある。

『ミー&マイガール」のアンコール公演 (2015) は「プ

ロと地元アマチュアが一緒に舞台を創るケースも全国に

稀なら、地元発を前提にしてこれほどレベルの高い舞台

を見せてくれるケースもない」(演劇評論家・萩尾瞳、

「mite mite』 by オーバード・ホール、2016、vol.47) と

絶賛された。

このミュージカル公演の資料を

寄せてくださったのは富山在住の

松島良子さん (S 35卒)である。

松島さんからは貴重なパンフレッ

トも寄贈していただいた。厚くお

礼申し上げます。

多田久惠(S45院卒)

mite mite

『mite mite』 (2016 Winter Vol.47) (上) 表紙、(下) 「ミー&マイガール」 舞台
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